
　

２
月
１
８
日

（木
）、
下
北
沢
道
路
事
業
認
可
取
消
等
訴
訟
の
第
１
６
回
口
頭
弁
論
が
東
京
地
裁
１
０
３
号
大
法

廷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
に
は
幅
広
い
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
被
告
の
主
張
に
対
し
、
弁
護
団
は
道
路
建
設
と
い
う
公
共
事
業
に
対

す
る
社
会
通
念
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
、
裁
判
所
に
よ
る
精
密
な
司
法
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い

る
と
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
が
下
北
沢
の
道
路
建
設
に
つ
い
て
、
複
数
案
の
検
討
を
行
っ
た
の
か
な
ど
を
追
及
し
、

そ
の
検
討
過
程
を
示
す
資
料
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

イラスト：平松昭子

目　次

１ 裁判レポート
精密な司法審査
を！

２ 駅前広場の問題
について

４ ア ー ス デ イ
２０１０で道路
問 題 を ア ピ ー
ル！

３ 当会の基本的な考
え方

まもれシモキタ！
行政訴訟の会

〒 155-0031
世田谷区北沢 2-9-19 
植松第一ビル 201
コモン法律事務所内

TEL: 03-5452-2015
FAX: 03-5452-2016
URL:
www.shimokita-
　　 action.net

まもれシモキタ！通信 ２０１０年５月１日　土曜日　第１７号（第１版）

公
共
事
業
に
対
す
る
国
民

の
意
識
の
変
化

　

こ
れ
ま
で
最
高
裁
判
所

は
行
政
の
裁
量
権
の
行
使

（
行
政
が
法
律
の
枠
内
で

行
え
る
自
由
な
判
断
）
が

適

法

で

あ

る

か

に

つ

い

て
、
社
会
通
念
（
社
会
一

般
の
常
識
）
を
基
準
と
し

て
判
断
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
し
、
社
会
通
念

は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化

し
て
い
く
も
の
で
す
。
特

に
、
昨
年
夏
の
総
選
挙
に

お
い
て
、
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
る
民
主
党
を

中
心
と
し
た
政
権
が
誕
生

し
た
こ
と
か
ら
、
公
共
事

業
に
対
す
る
国
民
の
意
識

の
変
化
、
す
な
わ
ち
社
会

通
念
の
変
化
が
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
裁
判
所

に
は
、
変
化
す
る
社
会
通

念
に
対
応
し
た
精
密
な
司

法
審
査
が
要
請
さ
れ
て
い

ま
す
。

東
京
都
は
複
数
案
の
検
討

を
行
っ
た
の
か

　

判
例
は
、
行
政
の
判
断

の
過
程
に
も
司
法
審
査
は

及
ぶ
と
し
て
お
り
、
裁
判

所
が
行
政
裁
量
に
つ
い
て

判
断
す
る
際
に
は
、
行
政

行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ

れ
る
利
益
の
比
較
衡
量
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
国
土

交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
は
、
事
業
を
行

わ
な
い
案
も
含
め
て
複
数

の
案
を
検
討
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
補

助

５

４

号

線

の

場

合

に

も
、
事
業
を
行
わ
な
い
案

も
含
め
た
複
数
案
の
検
討

が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
東

京
都
に
対
し
、
補
助
５
４

号
線
の
都
市
計
画
変
更
に

あ
た
っ
て
、
複
数
案
の
検

討
を
行
っ
た
の
か
、
仮
に

行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
検
討
過
程
を
示
す
資
料

を
証
拠
と
し
て
提
出
す
る

１

裁
判
レ
ポ
ー
ト

 　

裁
判
所
は
行
政
の
独
断
に
歯
止
め
を
！

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
下
北
沢
の
事
業
計
画
に
無

駄
は
な
い
の
か
？

　

次
に
、
比
較
衡
量
の
視

点
と
し
て
は
、
事
業
費
を

比
較
検
討
す
る
こ
と
も
不

可
欠
で
す
。
補
助
５
４
号

線
の
事
業
費
の
中
で
特
に

大
き
な
割
合
を
占
め
る
の

が
、
土
地
買
収
の
た
め
の

費
用
で
す
。
土
地
買
収
に

か
か
る
費
用
は
、
事
業
用

地

の

範

囲

に

よ

っ

て

決

ま
っ
て
く
る
の
で
、
道
路

の
幅
員
及
び
面
積
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
東

京
都
に
対
し
、
補
助
５
４

号
線
の
都
市
計
画
変
更
に

あ
た
っ
て
、
補
助
５
４
号

線
全
体
の
幅
員
を
標
準
幅

員
の
１
５
ｍ
と
す
る
場

合
と
、
現
在
の
計
画
の

よ
う
に
一
部
を
２
２
ｍ

か
ら
２
６
ｍ
の
幅
員
と

す
る
場
合
と
の
事
業
費

の
比
較
検
討
を
行
っ
た

の
か
、
仮
に
行
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
検
討

過
程
を
示
す
資
料
を
証

拠
と
し
て
提
出
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

①

②

③

①
昭
和
２
５
年
の
道
路
計
画
は
元
々
は
１
５
ｍ
の
計
画
だ
っ
た

②
昭
和
４
１
年
、
か
さ
上
げ
式
に
す
る
た
め
に
、
側
道
も
含
め
て
道
路
は
２
６
ｍ
の
計
画
に
変
更
さ
れ
る

③
平
成
１
５
年
、
道
路
計
画
は
元
の
地
表
式
に
戻
る
が
、
幅
は
元
に
戻
ら
ず
に
２
６
ｍ
の
ま
ま
と
な
る

「
こ
ん
な
デ
タ
ラ
メ
な
変
更
は
裁
量
の
範
囲
内
な
の
で
し
ょ
う
か
！
！
」URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net
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昨
年
１
０
月
以
降
、
下

北
沢
駅
舎
と
駅
前
交
通
広

場
に
つ
い
て
、
世
田
谷
区

か
ら
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

が
示
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

駅
周
辺
の
商
店
街
を
中
心

に
驚
き
と
怒
り
の
声
が
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
田
急
線
が
地
下
化
し

た
後
に
で
き
る
地
上
の
駅

前
広
場
は
、
南
北
で
高
低

差
が
あ
る
た
め
に
、
交
通

ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
と
北
側

（
ピ
ー
コ
ッ
ク
前
）
の
道

路
の
間
に
約
１
．
５
ｍ
の

階
段
と
車
椅
子
等
が
登
れ

る
ス
ロ
ー
プ
を
作
る
こ
と

が
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。

歩
い
て
楽
し
め
る
街
を
破

壊
す
る
駅
前
交
通
広
場

 
 

昔
か
ら
、
駅
前
に
小
さ

く
て
も
い
い
か
ら
広
場
が

欲
し
い
と
い
う
声
は
、
商

店
主
か
ら
だ
け
で
な
く
、

周
囲
の
住
人
か
ら
も
あ
り

ま

し

た
。

１

９

９

８

年

（
平
成
１
０
年
）

に
、

下

北
沢
の
商
店
会
の
代
表
が

集
ま
っ
た
「
下
北
沢
街
づ

く
り
懇
談
会
」

が
、
「
下

北

沢

グ

ラ

ン

ド

デ

ザ

イ

ン
」
を
世
田
谷
区
長
に
提

出
し
た
と
き
に
も
、
歩
行

者
主
体
の
商
店
街
と
「
駅

前
歩
行
者
広
場
」
の
整
備

を
提
言
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
考
え
ら
れ

て
い
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い

１
０
０
０
㎡
程
度
の
歩
行

者
広
場
で
し
た
。

　

と

こ

ろ

が

そ

の

後
、

５
０
０
０
㎡
以
上
の
交
通

ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
で
な
い

と
国
や
都
か
ら
補
助
金
が

出

な

い

と

い

う

世

田

谷

区

の

誘

導

の

結

果
、

２
０
０
６
年
（
平
成
１
８

年
）
の
都
市
計
画
決
定
後

に
は
、
５
４
０
０
㎡
の
「
駅

前
交
通
広
場
」
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
さ
ら
に
こ
の
広

場

計

画

は
、

北

の

ピ

ー

コ
ッ
ク
側
と
南
の
八
百
屋

や
公
衆
便
所
側
で
は
高
低

差
が
あ
る
た
め
に
、
交
通

ロ

ー

タ

リ

ー

広

場

か

ら

ピ

ー

コ

ッ

ク

前

の

道

路

（
区
道
）

へ
は
、

図
２
の

断
面
図
の
よ
う
に
、
階
段

か
ス
ロ
ー
プ
で
１
．
５
ｍ

登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
、
街
の
人
々
に
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

前

の

北

側

区

道

と

八

百

屋
・
公
衆
便
所
前
の
南
側

区
道
）
ま
で
含
め
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
中
心
部
の
ロ

ー
タ
リ
ー
（
車
道
）

は
、

補
助
５
４
号
線
へ
出
る
だ

け
で
外
縁
部
の
区
道
と
は

車
で
出
入
り
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
し
、
北
側

区
道
と
の
間
に
は
段
差
が

あ
り
ま
す
。

 
 

私
達
は
、
２
０
０
８
年

（
平
成
２
０
年
）
４
月
と

１
２
月
の
口
頭
弁
論
で
、

そ
の
よ
う
な
細
い
区
道
に

し
か
面
し
て
い
な
い
敷
地

を
「
区
画
街
路
１
０
号
線

に
面
す
る
土
地
」
と
す
る

世
田
谷
区
の
解
釈
は
、
建

築
基
準
法
の
精
神
に
反
す

る

と

主

張

し

て

き

ま

し

た
。

　

世
田
谷
区
は
こ
の
よ
う

な
強
引
な
解
釈
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
広
場
の
周

辺
の
敷
地
に
は
６
０
ｍ
の

高
層
ビ
ル
建
設
を
可
能
に

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

区
は
、
二
子
玉
川
や
三
軒

茶
屋
と
と
も
に
、
下
北
沢

を
三
大
拠
点
開
発
の
一
つ

と
し
て
高
層
ビ
ル
群
に
し

よ

う

と

し

て

い

る

の

で

す
。

高
層
ビ
ル
化
の
た
め
に
外

縁
部
の
区
道
ま
で
駅
前
交

通
広
場
に

　

世
田
谷
区
の
駅
前
交
通

広
場
（
区
画
街
路
１
０
号

線
）
計
画
で
は
、
図
３
の

平
面
図
の
よ
う
に
、
外
縁

部
の
区
道
（
ピ
ー
コ
ッ
ク

駅
前
交
通
広
場
計
画
は
、
階
段
と
ス
ロ
ー
プ
で
、

                                    

商
店
街
を
南
北
に
分
断
す
る
！

  

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

階段部分

　　↓
スロープ部分

　　↓

図
１
：　

下
北
沢
新
駅
舎
と
交
通
広
場
の
鳥
瞰
イ
メ
ー
ジ　
　
　
　

　
　
　

―
平
成
２
１
年
１
０
月
、
世
田
谷
区
広
報
「
駅
街
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｏ
１
よ
り

ピ
ー
コ
ッ
ク
前
の
北
側
区
道
と
交
通
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
の
間
に
、
１
．

５
ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
、
階
段
お
よ
び
車
椅
子
等
が
通
る
ス
ロ
ー
プ

が
で
き
る
。　

ロータリーの車道

　　　 ↓

　　　歩道

　　　 ↓

段差（１．５ｍ）

　　↓

外縁の区道

　　↓

図２：交通広場北側断面図　―　原告・準備書面１７の２８頁記載の図

写真：イタリア・シエナの傾斜広場（カンポ広場）

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net
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一
度
決
ま
っ
た
都
市
計

画
は
、
変
更
が
出
来
な
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世

田

谷

区

は
、

前

述

の
「
下
北
沢
街
づ
く
り
懇

談
会
」
で
２
０
年
余
り
に

わ
た
り
、
住
民
の
意
見
は

充
分
聞
い
て
都
市
計
画
を

作
成
し
た
と
い
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
「
懇
談
会
」

は
、
駅
周
辺
の
５
商
店
会

と
北
沢
２
丁
目
町
会
の
代

表
等
に
よ
る
非
公
開
の
会

合
で
し
た
。
市
民
（
商
業

者
・
住
民
・
来
街
者
）
に

開
か
れ
た
「
下
北
沢
の
街

づ
く
り
を
協
議
す
る
場
」

を
つ
く
り
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
都
市
計
画
の

見
直
し
を
行
お
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

歩
い
て
楽
し
め
る
街
こ
そ
、

未
来
を
先
取
り
し
た
街

地
球
環
境
を
守
ろ
う
。
車

社
会
を
見
直
そ
う
。
景
観

（

歴

史
・

文

化
・

自

然

）

を
大
切
に
し
よ
う
。
無
駄

な

公

共

事

業

を

見

直

そ

う
。
と
社
会
も
人
々
の
価

値
観
も
大
き
く
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
下

北
沢
街
づ
く
り
懇
談
会
の

初
心
（
下
北
沢
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
）
に
立
ち
返
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

裁
判
の
な
か
で
、
東
京

都
は
、
５
０
０
０
㎡
以
上

の
駅
前
広
場
で
な
い
と
補

助
金
を
出
さ
な
い
と
い
っ

た
決
ま
り
は
な
い
と
答
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
傾

斜
し
た
世
界
一
美
し
い
歩

行
者
広
場
と
言
わ
れ
る
イ

タ
リ
ア
・
シ
エ
ナ
の
カ
ン

ポ
広
場
を
参
考
に
、
駅
前

広
場
は
自
然
の
傾
斜
を
生

か
し
た
歩
行
者
広
場
と
す

る
案
も
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
見
直
し
に
つ
い

て
の
当
会
の
基
本
的
な
考

え
方

　

私
達
の
考
え
は
、
０
６

年
（
平
成
１
８
年
）
の
提

訴
の
と
き
の
「
訴
状
」
に

ま
と
め
ま
し
た
が
、
０
８

年
（
平
成
２
０
年
）
９
月

の
原
告
総
会
で
、
そ
の
内

容
を
次
の
よ
う
に
要
約
し

確
認
し
ま
し
た
。

（
裁
判
所
に
提
出
し
た
訴

状
や
準
備
書
面
は
、
欄
外

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

図３：　区画街路１０号線（５４００㎡の駅前交通広場と幅２５ｍの補助５４号線からの導入道路）平面図　

　　　　　　　－　原告・準備書面１７の２３頁記載の図より作成。外縁部の区道も交通広場に含まれている。　

１、基本方針

（１）歴史的・重層的に形成され、東京の他地域では見られない、
多様な価値が混在する「下北沢」の街並と文化を維持発展させて
行く。

（２）緑豊かな街づくりをめざす。
（３）若者にも中高年者にも親しみやすい、歩行者中心の街づくり
を進める。

２、都市計画見直しについての考え方

（１）都市計画道路（補助５４号線）は、不要である。
（２）５，４００㎡の駅前交通広場（区画街路１０号線）ではなく、
鉄道跡地の範囲内で歩行者広場をつくる。

（３）景観を壊し、商店街の繁栄を損なう大規模な駅ビルはいらな
い。

（４）小田急線跡地は、緑地遊歩道帯として活用する。緊急車両進
入路としての活用も検討する。

（５）商業地の建物建築の高さは、現在の中低層の街並を継承する。
（６）「静かな住宅街」と「庶民的・文化的な賑わいのある街」の
共存を図る。　　

歩道

写真：イタリア・シエナの傾斜広場（カンポ広場）

都
市
計
画
は
、
時
代
に
あ
っ
た
見
直
し
を
進
め
よ
う
！

URL: www.shimokita-action.net  /  E-mail: info@shimokita-action.net
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ア
ピ
ー
ル
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編集後記：「今年の四月は春とは思えないほど寒かったですね。アイスランドの火山の影響で夏も寒くなるかもしれ

ないそうですが、暑い夏が来るといいなと思います。」

 

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」では、この訴訟を
バックアップして下さるサポーターを募集しています。
サポーターの方々には１口 5,000 円／年 ( 複数口歓迎 ) の
ご負担と支援をお願いしています。「まもれシモキタ！通
信」をはじめ、勉強会・シンポジウムなどのイベント情報、
裁判の進行状況や活動状況について郵送・メールにてお伝
えします。★カンパのみの応援も大歓迎しています（郵便
口座 00120-2-594289 まもれシモキタ！行政訴訟の会ま
で）。
　サポーター参加と運営費のカンパ協力をお願いします！

「まもれシモキタ！行政訴訟の会」サポーター担当 : 堀江照彦
TEL&FAX: 03-3467-6936　E-MAIL: HorieTeru@aol.com
住所 : 〒 155-0031 世田谷区北沢 4-14-17

サポーター募集とカンパのお願い 第１７回　口頭弁論のお知らせ

日時：５月２６日 ( 水 )　１５：３０～
場所：東京地方裁判所　１０３号大法廷
交通：東京メトロ丸の内線日比谷駅
　　　千代田線　霞ヶ関駅　A1 出口から徒歩 1 分
　　　有楽町線　桜田門駅　5 番出口から徒歩 5 分

裁判の経緯・過去の裁判資料はウェブで公開しています↓
http://www.shimokita-action.net/archive/

大法廷を傍聴人で一杯にし、この訴訟への関心の高さを
裁判官にアピールすることが重要です。皆様、是非ご参
加下さい。法廷終了後に、弁護士会館で裁判の内容につ
いて弁護団から解説を受けるとともに、質疑応答・意見
交換も行います。


